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砂8月1日-7日は水道週間。水を大切にしましょう。
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-市観 100周年"念イベント

市民公募アイデアイベント

市制100周年記章

アマチュア需韓宝慣証を販売

市民公司匹T.， 7'7 イベント「奈良から憧界ヘ ハロ←
CQJを実施している岬醐叩制四割削

7マチュア開時間に射するQ;eカード(拍
車?を作劇し 申し込みを受け付げています 同カード

めデザイ〆は 省奈良の代表的な礎物や週風景8か瑛のカラ
ー写実です.

'咽~".一納のアマチュア無線安.， .闘醐

1{:"1 fl剛可制別"聞各"般の削岨j

・0し治山 往復はがきに住所氏名電話.号セヲ
ト般会省、て 周記念均運営奮闘へ作6訓(l-82~3今立子

町9合同ヤ内 包2<-876u)ヘー合ードがt.<<t..

り次調R・"切ります.

耽篠川に植える『桜町里親」 募集

f崎川1制仁川時引をl川"目l昨大師会
個草地民(中山町四 JiJ)で市制'00'年記念事票実行
醐会と目ヶ刷トリッククラプ倉聞きます.

このイペJ トの つである「槍媛

ふれあも機衡領Jで秋篠川相臨海'"
l傾える.の.穏を易集します.

・蜘回 同組樹祭で僚の首相

1.札をHけ旦備として桜..てで
ららいます(里視になる繊の本"

，前6主催暑で決定"す)。また

1 '里穂の会Jを節威し 情鰻"の倉
?了や一斉滑"などの行事に診加しで

6らいます ..・資情…・E続的に

経金育てる」とが可.な個人{中学生以下の温ムは 保

"幅;>:."1')またはグル ヅ{家臨も'1).1生動復学も胆T

'定貝…t∞人{組) 惨惨網開…鳥糾.1聖観の会j結

成後は 年会食{木元，)が必要 '・申し込み 往復はが

きまたはn・{宛名，・uた送信はがき開封) 1:~~ tI'I人

の鳩合"住所氏名年齢電話香サ応募理由(初字

程度で何例記念治 111 ':'経I:Jtする恩"'-'どlitグルー
プの鋤令はグループ名代焚符の住所氏名年齢電

蹟信号メ Jパ-1:闘の氏名年齢グループの仁会 r~

動内包応募理闘((1;'1伺じ?を書いで 9月"日必着

で盆美少丘カ川ヲククラブ，.積算集係{守 6~1-(淘"中

山町信二T!]9~O 15 .ぶ省J:: ð ん ~ ft 4~ 956 

OIへ多い渇合'"油遺e

問揮官寿拍ロマン」

~シルクロード笥加聖典~出輔曹集

.餅肌酔.念事寝袋行委員会と市開附*~<t路

面儀会カ測さます.

惨とき わOH2S1少創 i惨とこる 県，化会館{畳H谷町}

砂肉智一緒ヲ臨海奏で合唱 γおクテイ{イ〆ド"踊}

アナピア~ 1、ルシヤ官業}と共演 砂取し込""--- I~が

"師日輔副I'IH書いて 8Jl) I日

?に市囚瞭 IHi~if.峰山酬 l'h.JO.-8276下三条町

8姦良銀行み腐内 ft2 6-3 8 0 0)へ。

「幸良交曹楽団

1 0 1入国演奏者とともに敵ぅJ
同信網1∞咽年記念事費実行安貝会主グループ rJJがm
Sます.

・とを…8列"日咽午後
l時半-，時学 惨とこ

ろ 県文化会館(霊大

路町} ・内密 1 

続 ~_t権出身のポ宵各ん左ゾデラノ・Hの近盛岡依チさ
んの喚しい般を聞いてもらいます。 2部，オーケストヲ

?ゴーヲスと岱婦の欄客伊一.になって鴫歌室面会ど

を厭います 砂歯自 rぅH とかめJI虫の戸JI本と
んIIJr七つの子JrL..ほんIJなど 惨入湖柄…無斜
砂定員リ00入。旬日.機会場へ 砂聞い倉わtt.'I.iJグ
ルプ (D23-7566)へ

「華民あかり憎」

華民・あかりのパネル展

rr燃のあかり 炎聞明なt'， r Þ:，~句」をテー勾4

した叫時/叫:まれ市側四咽年記念事祭実行委貝

批拙制晴治問，ます.

"か旬jへの訴たな恩'"触れることができるかも

・とを…8J11HIU町一目付岨午傭'"時一午後4時守

・ととろ 祭良町物碕館，.術開川Tl ~ .示作局 . 
b句がテマの写真アイヂ?スb テ 手づ〈句のあ

かり ・テーマ 「わたしの見つけた俊.のめかりJ
fわたしの町家のめか句Jr" "，~か旬つでな 1: ? J rこ
んなあかりがほしいなJ .聞い倉わ曾 削墨代表の
櫛臨秀売さん[曾2;-3990)へ。

組出山I' 
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楽しい催しがいっぱい l

100周年記含イベント
r 1 0 0歳都市交流』
青森市 ・大津市 尾道市 奈良市

則的11年に市制Jを施行し、今年ともに [と を19 fj 6日仰件後l時-4時
市制1曲周年を迎える舟磯市、大潟市 尾 [ところ1史跡文化セ J タ (三条大路 丁目)
遭市、奈良市の4市が凶}Jして摘さます.

-・市畏ザミット
(守後 1 時 ~，t，) 

..の市鍵1>'r 100忽の思虫色"
tU!1二院1けt.:tt，づくりjを，-マ

ι".レ掌す.
コー1'f"f.-'-IH04J.:It，l;1'1t 

慢の断c.~... ん.
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【午・・，.から}
'"怖の・・土z・ーなどの金調賞金ti¥
，す
...ぷた祭(背会1曾}

人岨畑 紳 曲川川市}

ベゾヂ守山Af支【尾道附1
人"のわらぺうた{柏市1

I定員1醐人

1・網開，.，宅待・ーが吋たる
醐剖あり....，

1・し温み闘い倉ね包I
"微'"ドSに住所氏名電..
砂 人場精望人散を嘗いて '" 
I ~ 11必場で市制'00同年記念4区東
州 rfHI食事務局 守.>>息調
..臨醐 i日H 市役同時金

..  館内 n 3~ 1111 

'̂. ，..崎合"繍選

膏.ね.o:f;Q'..011' 

大仰のわらペーた!命良市}

.観光パネル震
【と I!J 9116日間 1211'.1.旬開" 、徹也時 f6 I);J ~.'f (ド司、 9R ，l' .. 宇.
!とこるl史.文化<ンタ 8佐川"" 各大s flf 
【内曹， ，市の代&的公..11' Ir・e鮒介するポスタ '万院を髄"， 1主
5伸一-

ベ，;酔，.-.1.;.I曙iI01>1 

んF依岡町(大正象的
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西部生涯スポーツセンター
屋外施設と屋内温水プール
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-且水書への伺え

ー
風水 書 対策

風水害への備 え
Eか日刻ご制:町依岨や師自由陣取の聞で水前挫しゃれわてし、ます.
山句自震と1揖別問献とである四問団でをるため臨時打-:JLCIJ

'
できます

咽への事附策lこ引て考えてみ按しよう.

1・闘惚漏えI
懐中電灯ゃ省略待ラジオ 穿官官食などの痔常待，幽し品企搬・Lて必きましょう

γンテH ど風に飛ばさ札。すいも刷S循.関定LでJJ'" ::t:L. ~号 .

..鳴が近くにある喝金上惨などでつま今ていな、均値包しましιう.

，.姐舟防鐘混】 現在・3寄りの市立小中学後公民館など'"泊所{下表)U 笹所l指定しています.

提唱耐の酬につLて"市の肺』 縫って〈ださ」

"主砂災・ドの嗣禽1
別フ酬れ 網島すべり <石.
'Hiがバラバラ竃ちる

がげに裂け目がでiきる

が"か'*がわき出 f

*コミユ三ティ聞肉眼・周

砲面にひび割れがで怠る

輔;陥没し10~ ~f!òした旬

，る

川叫が柑に酎H

山鴫，.rド'Jともう膏が鳴る
こ色がある

拙即日防災酬は刷柑fr-t"タ-~， <，'I'成 9 1\'Jt !ζ姐"白旭川崎叫桝煮としての駒n貧乏受けて防

災資悔併を般人し 防災楓縛をはじめ防災i~動を行つで、ます.

制山口'1附
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• 韓国

I定員】醐人回目.多い場合"岨.

[.し込み}往慨はがきに [.例世界文化エ今スポ官権

問団@加申訟jと佳樹氏名 傘働.衛書号を嘗L

て 8月初凶<奏で市固陪交到底働金事薦局 (市役所国

陣交流室内}へーゆし込み後に〈わιぃ手続き方法な
どを進絡します

酬傾向園陸酬で1<1:..附即か園岬

加し間間化財の展示酬輔測定率ど

岬の文明と目文化を紹介する・附用化エキス

ポを開きます.

.，却密交諸也会で， [塵洲世界文化エキスf作動問団J

(図.奈良市長)への.ro曹を.集し...
市民のみ有志さん舗に齢閤して 也界の歴史叉化と

ふれ按しよう.
I問[w.脚内
[8橿}ω'"日付、4日比
'"ロ午前z硲良市社発

午食-.州命精度州市と"迎会

2nll俳界文化エキスポ児学

組凶M:'H1'2 

ホテルめ隠でパーティ

3引 j終日=慶州市内肘 .測れ会

'"日午前r 婚国午後=4'i良市帰着
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